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仙南地域のシンボルである蔵王は、地域にとって、言わば『王様』です。大河原地方振興事務所では、 

蔵王を仙南地域共有の大切な財産とし、地域の皆さまとともに、地域振興を進めていきます。 

 

 

 

 

仙南地域における、宮城県各公所の取り組みを紹介します。 

木育広場で遊ぶ様子  

の子供連れで賑わっており、子供も大人も一緒になっ

て楽しい時間を過ごせるスペースとなっています。 

（開設には、令和６年度「みんなで広げる「木育」活

動推進事業」が活用されました。）   

              【地方振興事務所 林業振興部】 

 

川崎町にある旧支倉小学校を利用した交流施設「イー

レ！はせくら王国」内に、本格的木育スペース「里山

ESCELA（エスクエラ）」が令和７年２月１日にオープン

しました（「ESCELA」はスペイン語で「学校」）。 

教室を活用した木育広場には宮城県産木材を利用し

た遊具が多数設置されていて、遊びを通して木の温もり

に触れることができます。この施設は仙台市で木製玩具

の販売等を行う株式会社ユーロバスが運営し、併設する

店舗では木製玩具の販売も行っています。週末には多く 
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川崎町の「ナゾ」 

県
南
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探
せ
！
２
０
２
５ 

 

 観
光
・
文
化

納期内納税ＰＲ用ポスター 

今
年
度
の
自
動
車
税
種
別
割
は
、
大
河
原

管
内
で
約
６
万
台
、
約
21
億
円
を
課
税
し
ま

し
た
。
納
め
て
い
た
だ
い
た
自
動
車
税
種
別

割
は
復
興
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
県
事
業
の

貴
重
な
自
主
財
源
と
な
り
ま
す
。 

今
後
と
も
、
県
税
の
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
納
期
内
納
税
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
大
河
原
県
税
事
務
所
】 

 
 

納期内納税を呼び掛ける横断幕 

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
内
（６
月
２
日
） 

納
税
啓
発
事
業
を
実
施 

「県南ご当地キャラクターを探せ！2025」ポスター 

■
開
催
期
間 

７
月
１
日
（
火
）
か
ら
９
月
３０
日

（
火
）
ま
で 

■
応
募
用
紙 

県
内
の
主
な
観
光
施
設
等
に
配
架

し
て
い
る
ほ
か
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

宮
城
県
南
地
域
で
は
、
昨
年
も
好
評
を
い

た
だ
い
た
ナ
ゾ
解
き
発
見
ゲ
ー
ム
「
県
南
ご

当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
探
せ
！
２
０
２
５
」

を
開
催
中
で
す
。
県
南
２
市
７
町
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
か
ら
届
い
た
「
招
待
状
」

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）
に
書
か
れ
た
「
ナ
ゾ
」

を
解
き
、
隠
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見

つ
け
出
す
、
ナ
ゾ
解
き
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で

す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
と
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
６４
名
様
に
温
泉
宿
泊
券

な
ど
の
豪
華
賞
品
が
当
た
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
、
ナ
ゾ
解
き
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

県
南
の
夏
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

宮
城
県
で
は
県
税
収
入
の
約
10
％
を
占

め
る
自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
内
納
付
率

向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
５
月
に
「
自
動
車

税
種
別
割
納
期
内
納
税
啓
発
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。 

大
河
原
県
税
事
務
所
に
お
い
て
は
、
管
内

の
事
業
所
や
公
共
施
設
等
に
対
し
て
納
期

内
納
税
Ｐ
Ｒ
用
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
同
庁
舎
構
内
に
納

期
内
納
税
を
呼
び
か
け
る
横
断
幕
や
の
ぼ

り
を
設
置
し
、
来
庁
さ
れ
る
皆
様
へ
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。 

詳細はこちらから 

く
ら
し
・ 

環
境 
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３
県
周
遊
イ
ベ
ン
ト
「な
ぞ
と
き
ス
イ
ー
ツ
旅
」開
催
！ 

蔵王山水苑エリア内の別荘 

観
光
・
文
化 

蔵
王
農
泊
振
興
協
議
会
の
中
核
法
人
を

担
う
株
式
会
社
ガ
イ
ア
が
展
開
す
る
「
ガ
イ

ア
リ
ゾ
ー
ト
蔵
王
山
水
苑
」（
蔵
王
町
）
が
、

イ
タ
リ
ア
の
ア
ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
、
世
界
初
の

「
オ
ス
ピ
タ
リ
タ
・
デ
ィ
フ
ー
ザ
」
の
認
証

を
受
け
ま
し
た
。 

「
オ
ス
ピ
タ
リ
タ
・
デ
ィ
フ
ー
ザ
」
と
は
、

ま
ち
全
体
を
ホ
テ
ル
と
見
立
て
、
空
き
家
や

貸
別
荘
に
宿
泊
し
、
地
域
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

食
事
を
と
る
な
ど
、
さ
な
が
ら
地
域
に
暮
ら

す
よ
う
な
滞
在
ス
タ
イ
ル
で
、
欧
米
を
中
心

に
世
界
各
地
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
「
ア 

 

オ
ス
ピ
タ
リ
タ
・デ
ィ
フ
ー
ザ
認
証
式 

ル
ベ
ル
ゴ
・
デ
ィ
フ
ー
ゾ
」
（
イ
タ
リ
ア
で

生
ま
れ
た
分
散
型
宿
泊
施
設
モ
デ
ル
）
の
エ

リ
ア
拡
張
型
で
、
宿
泊
だ
け
で
な
く
地
域
の

福
祉
・
医
療
・
農
業
・
教
育
・
自
然
資
源
・

文
化
を
統
合
し
て
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
モ
デ
ル
と
し
て
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。 

  
 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

対象スポット（一部） 

大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、
宮
城

県
仙
南
地
域
、
山
形
県
置
賜
地
域
、
福
島

県
県
北
地
域
の
ス
イ
ー
ツ
店
と
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
施
設
を
巡
る
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
参
加

で
き
る
謎
解
き
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

謎
を
解
い
て
得
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を
送
信
す

る
と
、
お
菓
子
詰
め
合
わ
せ
や
温
泉
宿
泊

券
な
ど
、
豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
に
応

募
で
き
ま
す
。
宮
城
・
山
形
・
福
島
の
美

味
し
い
ス
イ
ー
ツ
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

楽
し
み
な
が
ら
、
ぜ
ひ
謎
解
き
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
参
加
店
な
ど

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 

 

詳細はこちらから 

（7月 24日公開予定） 

 ■
開
催
期
間 

令
和
７
年
８
月
１
日
（
金
）
か
ら 

１１
月
３０
日
（
日
）
ま
で 

■
開
催
地
域 

宮
城
県
仙
南
地
域
、
山
形
県
置
賜
地
域
、

福
島
県
県
北
地
域
の
ス
イ
ー
ツ
提
供
店

25
店
舗
及
び
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設

25
か
所 

    

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

地
方
振
興
部
】 

 

観
光
・
文
化

認証式の様子 
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白
石
高
等
技
術
専
門
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
２
０
２
５
を
７
月
２６
日
（
土
）
及

び
８
月
２３
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
科
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
科
の
訓
練
内
容
や
学
費
、
入
試
日
程
、

修
了
後
の
就
職
状
況
な
ど
を
説
明
す
る

「
全
体
説
明
」
、
各
実
習
場
を
見
学
す
る

「
施
設
見
学
」、
各
科
ご
と
に
４０
分
程
度
の 

「オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
２
５
」開
催 

令
和
７
年
５
月
２１
日
（
水
）、
丸
森
町
大

張
地
区
の
「
大
張
沢
尻
棚
田
」
に
お
い
て
、

宮
城
県
伊
具
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
毎

年
恒
例
の
田
植
え
実
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
実
習
は
、
田
ん
ぼ
の
保
全
活
動

や
中
山
間
地
域
農
業
の
苦
労
を
学
ぶ
た
め

に
同
校
が
取
り
組
む
農
業
体
験
実
習
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
農
学

系
列
の
生
徒
を
対
象
に
、
令
和
２
年
度
か

ら
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

丸
森
町
「大
張
沢
尻
棚
田
」 

伊
具
高
校
生
に
よ
る
田
植
え
実
習
を
実
施 

実
習
が
体
験
で
き
る
「
体
験
実
習
」、
学
校

生
活
や
学
費
の
減
免
等
に
つ
い
て
相
談
で

き
る
「
個
別
相
談
」
等
を
実
施
し
ま
す
。 

両
日
と
も
同
じ
内
容
に
な
り
ま
す
の
で
、
本

校
に
興
味
が
あ
る
方
や
入
学
を
検
討
さ
れ

る
方
は
、
ご
都
合
の
よ
い
日
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
詳
し
く

は
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 

【
白
石
高
等
技
術
専
門
校
】  

全体説明の様子 

体験実習の様子 

 

 

今
年
は
初
夏
を
感
じ
さ
せ
る
陽
気
の

中
、
多
く
の
関
係
者
に
見
守
ら
れ
な
が

ら
、
２
・
３
年
生
合
わ
せ
て
８
人
が
田
植

え
機
を
使
っ
た
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
棚
田
を
管
理
す
る
「
大

張
沢
尻
棚
田
集
落
協
定
」
の
農
家
の
皆
さ

ま
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
つ
つ
、
先
輩
と
後

輩
と
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
作

業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
振
興
部
】 

 

  

田植えの様子① 

田植えの様子② 

農
林
畜
産
業 

農
林
畜
産
物 

農
林
畜
産
業 

農
林
畜
産
業 

商
工
業
・ 

雇
用 

白石高等技術専門校 

ホームページ 
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  吉川一利さん 

令
和
７
年
５
月
２９
日
（
木
）
、
開
発
途

上
国
の
農
業
農
村
開
発
実
務
担
当
者
を
対

象
と
し
た
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

研
修
は
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

か
ら
宮
城
県
に
対
し
受
け
入
れ
依
頼
が
あ

っ
た
「
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
」
に
係
る

課
題
別
研
修
の
一
部
と
し
て
、
中
央
ア
ジ

ア
圏
６
か
国
か
ら
８
名
の
研
修
員
を
受
け

入
れ
、
農
業
農
村
整
備
部
が
実
施
し
た
も

の
で
す
。
当
日
は
、
管
内
の
ほ
場
整
備
実 

「休
耕
農
地
を
、
ま
た
稼
げ
る
梨
園
に
！
」 

～
休
耕
農
地
再
生
で
初
期
投
資
を
少
な
く
梨
農
家
を
ス
タ
ー
ト
～ 

礎
を
固
め
る
べ
く
、
自
ら
再
生
さ
せ
た
梨

園
の
売
買
契
約
を
締
結
し
、
さ
ら
に
は
新

た
に
梨
園
地
を
借
り
受
け
、
経
営
面
積
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
、
果
樹
農
家
を
志
す
人
に
と
っ

て
、
休
耕
園
地
の
再
生
利
用
は
、
魅
力
的

な
モ
デ
ル
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

角
田
市
を
果
樹
の
産
地
と
し
て
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い
と
い
う
想
い
を
胸
に

一
歩
ず
つ
進
む
吉
川
さ
ん
の
歩
み
に
、
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
振
興
部
】 

 

 

七
ヶ
浜
町
出
身
の
吉
川
一
利
さ
ん
（
３６

歳
）
は
、
利
府
町
と
角
田
市
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
３
年
間
果
樹
を
学

び
、
今
年
の
１
月
か
ら
角
田
市
で
「
吉
川
果

樹
園
」
と
し
て
経
営
を
開
始
し
ま
し
た
。 

角
田
市
の
協
力
隊
活
動
中
に
は
、
休
耕
梨

園
の
復
旧
に
取
り
組
み
、
荒
れ
て
足
も
踏
み

入
れ
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
梨
園
内
の
一
部

の
木
を
抜
根
し
、
新
た
な
苗
木
を
改
植
。
園

地
の
若
返
り
化
と
ま
だ
活
か
せ
る
木
を
見
極

め
な
が
ら
復
旧
作
業
を
続
け
る
こ
と
３
年
、

相
応
の
収
入
を
得
ら
れ
る
状
態
に
復
活
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
地
で
末
永
く
農
業
を
行
う
基 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
課
題
別
研
修
の
一
環
で
来
日
し
た 

海
外
研
修
員
が
農
業
用
水
利
施
設
等
を
視
察 

施
地
区
や
た
め
池
防
災
工
事
の
現
場
へ
案
内

し
、
事
業
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
行
し
た

通
訳
を
介
し
担
当
者
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
各
現
場
で
は
研
修
員
か
ら
様
々
な
質
問

が
寄
せ
ら
れ
、
管
内
の
農
業
農
村
整
備
事
業

を
海
外
の
方
々
に
紹
介
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
、
研
修
員
、
随
行
職
員
の
双
方
に
と
っ

て
有
意
義
な
１
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 【
地
方
振
興
事
務
所 

農
業
農
村
整
備
部
】 

農地整備事業「尾袋川東地区」（角田市） 

の視察の様子 

 

 

道の駅かくだとのコラボイベントで 

消費者と協力し収穫作業 

内町ため池（角田市）の防災工事を視察 

農
林
畜
産
業 
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「仙
南
地
域
和
牛
共
進
会
」 

 

 

 

                             

                          

 

  

                             

                               

   

みやぎ仙南の郷土料理である「お

くずかけ」のレシピや仙南地域でお

くずかけを提供している店舗を紹介

します。 

 

審査中の様子 

仙南地域で愛されている「まちのお菓子屋さん」 

やカフェ 60店舗を御紹介しています。「せんにゃん」 

と一緒に、スイーツ巡りをしてみてはいかがでしょ 

うか。 

仙
南
地
域
の
優
秀
な
雌
牛
を
決
定
す
る

「
第
２７
回
仙
南
地
域
和
牛
共
進
会
」
が
７
月

１１
日
（
金
）
に
大
河
原
町
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 共

進
会
に
は
、
管
内
の
各
和
牛
改
良
組
合

か
ら
選
び
抜
か
れ
た
優
良
牛
計
２２
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。 

審
査
の
結
果
、
角
田
市
の
柴
崎
信
広
氏
が

出
品
し
た
第
４
区
の
「
ひ
ろ
こ
」
号
と
「
り 

農
林
畜
産
業 

名誉賞を受賞した牛（手前：ひろこ号） 

ょ
う
こ
」
号
に
大
会
ナ
ン
バ
ー
１
の
名
誉
賞

が
、
角
田
市
和
牛
改
良
組
合
に
団
体
賞
が
そ 

れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
上
位
入
賞
牛
は
９

月
５
日
、
６
日
に
美
里
町
に
て
開
催
さ
れ
る
県

共
進
会
の
出
品
候
補
牛
と
な
り
ま
す
。 

今
後
は
、
関
係
者
を
含
め
一
丸
と
な
り
、
県

共
進
会
に
向
け
た
調
教
指
導
や
牛
体
の
手
入

れ
等
を
行
い
、
チ
ー
ム
仙
南
で
上
位
入
賞
を
目

指
し
ま
す
。 

 

 

【
地
方
振
興
事
務
所 

畜
産
振
興
部
】 

 

 

みやぎ蔵王山麓に所在する白石市小原温

泉・鎌先温泉・白石湯沢温泉、蔵王町遠刈田

温泉及び川崎町青根温泉・峩々温泉の各温泉

地が連携し、「みやぎ蔵王温泉郷」として一体

的な情報発信や誘客の取組を行っています。 

せんなんスイーツ 

ＰＲキャラクター 

「せんにゃん」 

大河原地方振興事務所公式 X・Instagram「いいっちゃね、み

やぎ仙南！＃んだから～」では、宮城県南地域のいいとこ情報

を積極的に発信しています。 

 

X Instagram 

観光・イベントに関するお知らせ 

「みやぎ蔵王三十六景」とは、みやぎ蔵

王を背景としたすばらしいスポットです。

仙南地域の新しい観光資源として、地域振

興を進めていくために、仙南２市７町の各

地から選定しました。 
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【
蔵
王
自
然
の
家
】 

参
加
者
か
ら
は
、「
子
供
も
い
つ
も
な

ら
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご
す
時
間
も
、
ゆ

っ
く
り
話
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
ま
し

た
。
」
、「
周
り
の
お
友
達
と
仲
良
く
し
た

り
、
普
段
で
き
な
い
体
験
を
し
た
り
し

て
、
親
子
と
も
学
び
に
な
り
ま
し
た
。」、

「
命
の
話
は
、
普
段
の
生
活
で
も
な
か

な
か
で
き
ず
、
伝
え
き
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
を
通
し
て
、

そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

 

 

子
育
て
・ 

教
育

満
喫
！
蔵
王
の
春 

■
日 

 

時 

８
月
30
日
（
土
）
～
31
日
（
日
） 

１
泊
２
日 

■
対 

 

象 

県
内
在
住
の
小
・
中
学
生
と
そ
の 

保
護
者 

■
場 

 

所 

蔵
王
自
然
の
家 

■
主
な
活
動 

ニ
ジ
マ
ス
つ
か
み
、
キ
ャ
ン
プ 

フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
沢
登
り 

■
申
込
期
間 

７
月
８
日
（
火
）
～
29
日
（
火
） 

■
申
込
方
法 

蔵
王
自
然
の
家
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

「
満
喫
！
蔵
王
の
夏
」
申
込
ペ
ー 

ジ
か
ら
入
力
、
送
信
し
て
く
だ
さ 

い
。 

【
蔵
王
自
然
の
家
】 

蔵
王
自
然
の
家
で
は
、
親
子
の
絆
を
深

め
る
と
と
も
に
、
蔵
王
の
自
然
と
四
季
の

移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
親

子
対
象
の
事
業
を
、「
満
喫
！
蔵
王
」
シ
リ

ー
ズ
と
し
て
季
節
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま

す
。 今

回
は
、「
あ
り
が
と
う
」
を
テ
ー
マ
に

２
４
家
族
７
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
生

き
物
の
生
態
系
を
感
じ
な
が
ら
森
を
き
れ

い
に
し
た
り
、
全
員
で
役
割
を
分
担
し
て

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
た
り
し
な
が
ら
、

森
、
命
、
木
、
食
べ
物
、
家
族
の
「
５
つ

の
あ
り
が
と
う
」
を
見
つ
け
ま
し
た
。 

 

例
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
主
催
事

業
「
満
喫
！
蔵
王
の
夏
」
を
、
今
年
も
開
催

し
ま
す
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は
、『「
親
子
で
い
つ
も
と

ち
が
う
夏
」
っ
て
…
最
高
だ
！ 

～
や
っ
て
み

よ
う
！
夏
～
』
で
す
。 

親
子
で
１
泊
２
日
の
自
然
体
験
を
通
し

て
、
普
段
と
は
違
う
夏
を
楽
し
み
な
が
ら
、

家
族
の
思
い
出
づ
く
り
と
絆
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
蔵
王
自
然
の
家
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
※
写
真
は
、
昨
年

度
の
も
の
で
す
。 

 

活動の様子 

 

 

 

カレーライスづくり 

親子の交流の様子 

森を清掃する様子 

申込みは 

こちらから 

満
喫
！
蔵
王
の
夏 
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【編集後記】 

今号では、「県南ご当地キャラクターを探せ！

2025」や「なぞときスイーツ旅」など、謎解きをメ

インにした周遊企画についてご紹介しました。「ナ

ゾ」を解きながら、観光施設や仙南ならではの食な

ど、夏の仙南地域の魅力を感じていただければ幸い

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読者の皆様からのご意見、ご要望をお待ちしています。 

下記までお気軽にお寄せください。 

 

宮城県大河原地方振興事務所 地方振興部 

〒989-1243 柴田郡大河原町字南 129-1 

TEL：0224－53－3182（直通） 

FAX：0224－53－3076 

E-mail：oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp 

ＨＰ：https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/ 

 

                                  

 

次号は 11 月中旬の発行予定です 

ＴＯＰＩＣＳ 

仙南地域を代表する観光資源である「蔵王エコーライン（主要地方道白石上山線）」は、令和６年 11月５日午

後５時より、みやぎ蔵王すみかわスノーパーク入口から山形県境までの区間で冬季通行止めをしていましたが、

令和７年４月 25日（金）午後 11時に開通しました。開通式では、登山者の安全と蔵王エコーラインの交通安全

を祈願する神事が行われ、県境を通過するドライバーには、記念品の配布もありました。 

開通に先駆けて、令和７年４月６日から 10日までの５日間開催された「雪の壁ウォーク」では、高さ最大 12m

ほどの「雪の壁」を両側に、多くの観光客で賑わいました。 

夏には新緑、秋には紅葉など、蔵王連峰の四季折々の美しい風景を楽しむことができますので、ぜひ仙南地域

へお越しください。 

【地方振興事務所 地方振興部】 

mailto:oksinbk2@pref.miyagi.lg.jp
https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/oksgsin-e/

